
　

札
幌
市
南
区
の
藻
岩
山
山
麓
。
眼
下

に
市
街
を
望
む
傾
斜
地
に
、
２
０
０
６

年
の
晩
秋
、
Ｓ
さ
ん
ご
夫
妻
と
子
ど
も

３
人
が
暮
ら
す
住
ま
い
が
完
成
し
た
。

設
計
者
は
建
築
家
の
奥
村
晃
司
さ
ん
。

約
４
メ
ー
ト
ル
も
の
高
低
差
を
持
つ
敷

地
で
、
そ
の
高
低
差
と
眺
め
の
良
さ
を

生
か
し
た
設
計
と
な
っ
た
。

　

「
高
低
差
の
あ
る
敷
地
の
場
合
、
基

礎
の
高
さ
が
目
立
つ
建
物
に
な
り
が
ち

で
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
印
象
を
与

え
な
い
よ
う
、
圧
迫
感
を
緩
和
す
る
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
、
フ
ォ
ル
ム
に
気
を
配

り
ま
し
た
」
と
奥
村
さ
ん
。
建
物
は
土

地
の
傾
斜
に
沿
う
よ
う
に
３
層
で
建
て

ら
れ
た
。
敷
地
の
高
い
ほ
う
と
低
い
ほ

う
の
２
方
向
に
道
路
が
接
し
て
、
玄
関

へ
は
両
方
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
。

車
は
主
に
北
西
の
高
い
ほ
う
の
道
路

家族が集うスローハウス
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高
低
差
と

眺
め
の
良
さ
を
生
か
し
た

心
地
よ
い
プ
ラ
ン

か
ら
出
入
り
。
そ
の
道
路
レ
ベ
ル
を
１

階
と
し
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｋ
や
洗
面
、
ト
イ
レ

な
ど
日
常
よ
く
使
う
空
間
を
配
し
た
。

玄
関
や
内
部
物
置
、
浴
室
な
ど
は
地
階

に
、
２
階
に
子
ど
も
部
屋
と
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
、
眺
望
の
良
い

東
側
の
Ｌ
Ｄ
Ｋ
か
ら
の
延
長
上
に
外
部

デ
ッ
キ
を
設
け
た
の
も
特
徴
。
駐
車
ス

ペ
ー
ス
か
ら
も
デ
ッ
キ
空
間
が
連
続
し

て
、
玄
関
や
デ
ッ
キ
下
の
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
へ
も
外
部
階
段
で
往
来
で
き
る
。

外
と
の
関
係
性
を
大
切
に
考
え
た
プ
ラ

ン
だ
。

　

室
内
に
は
、
木
や
珪
藻
土
な
ど
の
自

然
素
材
が
使
わ
れ
、
ほ
っ
と
す
る
よ
う

な
空
間
が
展
開
す
る
。
リ
ビ
ン
グ
の
吹

き
抜
け
が
２
階
と
空
間
を
一
体
化
さ

せ
て
、
空
気
の
流
れ
も
ス
ム
ー
ズ
。
家

中
に
暖
房
が
行
き
わ
っ
て
均
一
に
暖
か

く
、地
階
か
ら
給
気
し
て
２
階
の
最
頂

部
か
ら
排
気
す
る
と
い
う
換
気
計
画
も

し
っ
か
り
反
映
さ
れ
た
設
計
で
も
あ
る
。

　

暮
ら
す
う
ち
に
心
地
よ
さ
が
増
し
て

い
く
よ
う
な
印
象
の
住
ま
い
で
あ
る
。
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ダイニング・キッチン。煉瓦タイルは野幌の煉瓦工場で山積みされていた中から選んだ。左手の開口部の外部がデッキ。
3 層にわたって展開する空間をつなぐ階段。空気の通り道でもある。
夜は街の夜景をダイニングから楽しむ。
リビングから吹き抜けでつながるフリースペース。2 階の壁の珪藻土はお施主さん家族みんなで仕上げた。
2 階からリビングを見下ろす。外部にはデッキ空間が連続。壁の珪藻土は稚内産。
リビングから眺望の良いデッキ方向。構造材や仕上げ材はできる限りエゾマツやトドマツなどの道産材を使用。
高い方の道路から見る外観。奥に行くに従って土地が低く傾斜している。
地階レベルから見る。写真正面が玄関。右手に外階段、左手のデッキ下がアウトドアを楽しむフリースペース。

施　工

設計監理
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設計者からの一言

奥村晃司

　設計のテーマは「家族」でした。ご夫
婦とお子さん3人の5人家族。吹き抜け
のリビングを中心とした空間の中で、
家族の息づかいが感じられ「ぬくも
り」のある家にしたかったのです。熱
源はオール電化を採用しました。
　4ｍの高低差がある立地のため、基礎
は大掛かりなものになりました。お施
主さんの希望もあり、基礎にはフライ
アッシュコンクリートを採用しました。
扱いが難しく、工事には高い技術力と
監理能力が必要です。施工をした脇坂
工務店は見事に仕上げてくれました。

（有）脇坂工務店

※住宅雑誌「Replan」75号より抜粋。


